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① ･･･ （早期健全化団体･･･13.74％以上、財政再生団体･･･20.00％以上）

② ･･･ （早期健全化団体･･･18.74％以上、財政再生団体･･･40.00％以上）

③ ･･･ （早期健全化団体･･･25.0％以上、財政再生団体･･･35.0％以上）

④ ･･･ （早期健全化団体･･･350.0％以上）

※一般会計の借金残高や将来負担しなければならない額の程度を指標化し、財政を圧迫する危険度を示すものです。

　新たな借金の抑制などにより借金残高も減少してきています。今後も比率は改善傾向にあります。

9.15％

12.1 ％

　この比率は、３ヶ年平均で判断され、比率のピークは平成２４年度に早期健全化基準の２５％に迫る２４．９％まで
悪化します。
　新たな借金の発行を見極め、比率の上昇の抑制に努めます。

200.6 ％ 将来負担比率

１

※一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

　一般会計は、黒字を維持していますので、該当しません。

 実質公債費比率

※留萌市全体の黒字、赤字を合算し、留萌市全体の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

　国保、下水道、病院が赤字運営となっており、一般会計などの黒字と合算して約７．４億円の赤字です。

 連結実質赤字比率

平成20年度　留萌市の健全化判断比率（４指標）

※一般会計の借金返済や借金に準じる特別会計などへの繰出金の額を指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。

　公立病院特例債や一般会計からの支援がなければ、確実に財政再生団体に転落していました。

　一般会計の借金返済が平成２１年度から急増し、平成２２年度に３０億円を超えるピークを迎えます。

 実質赤字比率 －％



２

※比率は３ヶ年平均

　病院の経営努力と前倒し支援の他にも、一般会計の黒字の
ほか、国保、下水道の収支改善などにより比率が9.15％まで
改善しました。
　平成21年度も比率の改善に取り組みます。

◎ 連結実質赤字比率 ◎ 実質公債費比率

　平成17年度に実施した高利率の公的資金を低利率の資金へ
借換した地方債の返済が平成21年度から本格化し、平成22年
度には30億円を超える返済となります。
　今後も発行の抑制、見極めに努め比率の上昇を抑制しま
す。

連結実質赤字比率 / 実質公債費比率
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留萌市立病院　事務部

留萌市立病院の経営状況について

患者の動向について

外来及び入院患者は、昨年より増加を続けている。

　　　　　外来患者　　５３９人/１日　昨年より２６人の増
　　　　　　 入院患者　　２４７人/１日　昨年より３３人の増

改革プランの目標は概ね達成

　　　　　しかし、新年度予算からは下回っている状況。

病床利用率は７０．６％　

　　　　　２４７/３５０床・・・昨年は６１．１％
※　入院患者が増加してもギリギリの状態

医師及び看護師数の推移

　　　　　　　　 Ｈ１４年度　　　　Ｈ１８年度　　　Ｈ２１年度

固定医師数　 　　３３名　　　　　　２５名　　　　　 ２６名

看護師数　　 　２６２名　　　　　２３４名　　　　 ２２３名（パート増）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１６ 名）　　　　 　　　　　（２０３ 名）　　　　 　　　（170 名）

外来患者数　　 ８９７人　　　　　６１１人　　　　 ５３９人
　

入院患者数　　 ２９３人　　　　　２５８人　　 　　２４７人　　　

※　眼科医師 １名が本年４月から出張体制に変更となる。

　　また、循環器医師 ３名の固定が１０月から来年４月に延期。

　　医師は今年度計画から 4 名の減となった。
　　下半期の診療体制変更により、減収要因が発生した。

　医師招聘への取組み

　病院・市の連携による様々な招聘活動の展開
　　　・大学医局　・　北海道への派遣依頼
　　　 ・道内・道外の民間病院との連携強化による派遣依頼

　　 ・留萌出身者等の縁故関係からの展開
　　
　　　　やっと歯車が噛み合ってきた！
　
　　　　

　　　・１０月から順天堂大学の腎臓内科医 1 名が派遣。
　　　・１１月中旬から脳神経外科医 1名 の固定が決定。
　　　・１１月中旬から循環器内科医 1名 が着任予定。
　　　・旭川医大による眼科手術が１１月から開始予定。　
　　（出張体制）

　　



経営改善への取組み

病床数の縮減及び新たな取組み
　・ 長期療養病床から回復期リハビリ病棟へ機能転換を機に、休床

　　病床の自主返還を検討中。　（52床中、何床返還するかを慎重に判断したい）

　【新たな取組み】
　・ 悪質滞納者への訴訟対応。年度内実施に向け準備中。

　・特別室及び個室の差額料金の見直し。　（サービスの質的向上も含め）

　・ プチ健診 ・ ＣＴ内臓脂肪測定等の健診オプションメニューの実施。

※　患者数の増減も含め、不安定要素も多くあるがダメージを最小限に！

今年度の収支均衡に向け職員一丸となって、尚一層の努力を続けます。

　

高性能な医療機器を整備

・ 最新のマルチスライスＣＴを平成２０年度に導入しています。

　（ガン・心臓疾患・脳卒中の発見や救急医療で活躍）

・ 従来のＣＴとは桁違いの性能です。

　３次元グラフィックスの表示により正確な診断が迅速にできます。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 従来心臓カテーテル検査が必要だった疾患も、マルチスライスＣＴでは
　１分以内の検査で終了するため、日帰り検査が可能になりました。

留萌市立病院　院長の笹川です。

お気軽にご来院ください。

職員一同、心から皆様の受診をお待ちしております。

地域医療を守るため努力

いたします。



小中学校の配置計画の考え方について

～子どもの教育環境を最優先に～

経　過（１）
昭和４２年をピークに過疎化・少子化により児童　　
生徒数が減少
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経　過（２）

・時代に即した教育環境の整備が必要

・平成１４年「留萌市立小中学校適正配置検討委員会」
を設置し、学校配置と適正規模について審議・検討を
行った

・小学校３学級以下、中学校２学級以下の学校は統廃
合について考慮

・平成１５年　藤山小学校閉校

・平成１８年　礼受小学校閉校

・平成１９年　幌糠中学校閉校

現　状（１）
　人口減少と少子化はさらに進行すると予測
　平成２２年～２８年までの児童生徒の推移
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現　状（２）

・学校施設の耐震化が必要→小中学校５校

・厳しい財政事情→財政健全化計画～２７年
度まで

・限りある財源の重点的投資による効果的な
教育環境の整備→緊急度と優先度

　　　　　　　　　　　　↓　
新しい小中学校の配置計画

新しい小中学校の規模と配置計画
の基本的な考え方

・学校の規模は、教育活動や学生生活の大変重要
な要件のひとつ

・学校教育は、一定規模以上の集団の中で行うこと
が基本

・１学年１学級の単学級の解消を図り、１学年２学
級以上の確保が必要

・音楽や体育、クラブ活動・部活動は、一定規模の
集団が必要

・中学校では、各教科に専門教員の確保、特に５教
科は複数の教員確保が望ましい

今後の対応

・「留萌市立小中学校適正配置検討委員会(仮称)」
を設置

・ＰＴＡ、校長会等学校関係機関と協議

・市議会との協議

・町内会回覧、市ホームページ等で周知し、市民
から幅広く意見聴集

・市教育委員会で協議

・来年２月中旬に計画決定



るもい健康の駅の利用状況

充実した運動プログラム

マシンで有酸素運動

親子で食育体験

健康チェックで体調管理

予防に関する健康講話

医師による無料健康相談

筋トレ、ストレッチ、バランス、ヨ
ガなど

体組成（バランス、内蔵脂肪）、
血圧、心電図、骨密度など

エアロバイク、ランニングマシン

くすり、治療、持病、介護など

みなさんの健康づくりをサポートします。

　　　　　　　　運動習慣を身につけたい方、健康状態が気になる方、コミュニケーションの場づくり、団体や　
　　　　　　仲間で健康チェックと健康講話などを中心に・・・

　　　　　　延べ利用者数　３，１６６名（９月末現在）　※うち個人来館2,697人（１日平均40.3人）

利用状況利用状況 開館：火～日　９時～１７時（水のみ２０時３０分）開館：火～日　９時～１７時（水のみ２０時３０分）



地域で健康づくり始めませんか
健康の駅では、皆さんの地域単位で健康づくりのきっかけづくりをお手伝いします。

市民くるまざ対話（毎週火曜日）ふまねっとサポーターの養成介護予防、健康づくりのアドバイス



●市民の健康寿命の延伸と生活の質の向上

市民一人ひとりが、健康づくりの意識を高めてい
ただくため、身近な町内会で、「地域の健康づくり」
のリーダーとしての活動をしていただくことを目的
に、サポーター制度を創設しました。

留萌市
健康いきいきサポーター

市民の健康づくりの体系

健（検）診事業やコホート事業等の周知及び参加

健康意識の啓発・普及活動

健康づくり事業への参加や住民への周知

市と地域の連携強化に向けてのサポート

９１町内会、１３１名(１０月１日現在)

留萌市健康づくり計画留萌市健康づくり計画

[[笑顔で暮らせる健康るもい笑顔で暮らせる健康るもい]]

いきいきいきいき
元気元気

疾病疾病
予防予防

食生活食生活 タバコタバコ

●保健・医療・福祉の理想的なまちづくり
健
康
都
市　
　
　
　
　

宣
言
の
ま
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市民の
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留萌市の観光施設の管理について

平成２０年度以前
市の直営管理（一部業務委託）

平成２１年度
指定管理者制度を導入≪ＮＰＯ法人留萌観光協会≫

ゴールデンビーチ 海のふるさと館 千　望　台 黄　金　岬

浜中海浜公園

指定管理者制度で期待される効果

・民間のノウハウの活用によるサービスの向上

・民間の経営手法によるコスト縮減、収益性の向上による効率的な運営

・新たな発想による施設の有効活用　など



廃校舎利活用について

不用家具等リサイクル事業
粗大ゴミの家具等を補修し再製品化

旧幌糠中学校（平成１９年度閉校）
旧礼受小学校（平成１８年度閉校）

お米作り（田植え）体験＆
旧校舎に泊まろツアー

子供たちの健康を家族で学ぶ
農漁村体験　in　留萌



留萌市地域公共交通活性化協議会

留萌市地域公共交通総合連携計画策定のための

公共交通空白地域のバスの試験運行

試験運行

試験運行路線　　　①春日町市立病院線
　　　 ②日東団地市立病院線
試験運行地域　　　春日町、見晴町、泉町、　　　

　　　　　　　　　　 千鳥町（自由ヶ丘）
運行期間　　　　 平成２１年１１月２日～１１月１５日
乗車料金　　　　 大人２１０円　小人１１０円

　運行実施者が協議会のため市内バスの回数券
　　　　　　　　　や定期券、福祉割引等各種割引券は利用で

きません。

　

　公共交通空白地域の生活交通ニーズの把握のため、
当該地域へのバスの試験運行を行い、併せて利用者
アンケートや乗降者調査を行います。



終点 留萌市立病院

起点 春日町市営住

元

春日町児童センター

留萌駅前

港南中学

起点 萌晴会

ツルハ前

　春日町留萌市立病院線

　日東団地留萌市立病院線

運　行　系　統　図

留萌千望高校

自由ヶ丘会館

八幸会館前

信金本店前

花園町1丁目

栄町3丁目

健康の駅前

合同庁舎前

元川町

開運町2丁目

神社下

文化センター前



南瓜米

留萌市の農業留萌市の農業

トマト（ミニトマト）

市内で生産される作物市内で生産される作物

アスパラガス

スイートコーン

小麦

ピーマン

１

２

３

４ ５

南るもい米販路拡大事業

地産地消の取組み地産地消の取組み

　南るもい米をＰＲし、地産地消と販路拡大を推進するた
め次の取組みを行っています。

①お米消費動向調査

　　南るもい地域住民のお米の消費動向を調査し、地元での販売戦

　略に活かします。

②飲食店、米穀販売店、宿泊業でのお米取扱実態調査

　　南るもい地域での関係業者のお米の取扱状況を調査し、南るも

　い米のＰＲと販売促進活動を実施します。

③各種イベント等でのＰＲ活動

　　南るもい地域で開催されるイベント等でＰＲ活動を実施します。

精米機導入事業

　南るもい地域で取り扱うお米の精米品質の向上をはかり、

地元での直販を促進するため、精米施設を導入いたしまし

た。

　これらの事業により、地域での消費が向上することで、地

元での安定的な需要が生まれ、安定的な農業経営につながり

ます。



るもいの旬の魚たちるもいの旬の魚たち

春春 夏夏

秋秋 冬冬

地産地消の取組地産地消の取組

「うまいよ！るもい市｣開催「うまいよ！るもい市｣開催

マガレイマガレイ ヒラメヒラメ

クロガシラガレイクロガシラガレイ

ニシンニシン

サケサケ ハタハタハタハタ

アワビアワビ

タコタコ イカイカ

ウニウニ ナマコナマコ

カジカカジカ ホッケホッケ

マダラマダラ

エビエビ

通年通年

産学官連携事業産学官連携事業

【漁協・大学・市】【漁協・大学・市】

ウニ資源増大

ナマコ資源増大

ハタハタ資源増大

魚群探知機の水深情報
＋

ＧＰＳの位置・時間情報

魚群探知機の水深情報
＋

ＧＰＳの位置・時間情報

データベース化し
海底地形図を作成

データベース化し
海底地形図を作成

ＧＰＳ衛星

CF

プロッタ魚探

コントロールPC海洋情報取得開発



元気るもい助成は、留萌市民の皆様が行う地域の活性化につながる
事業を支援し、地域の経済振興や雇用の創出を図ることを目的とする
事業です。

○新規創業や異業種への転換 ○地元素材を活かした新商品開発

○異業種間で連携し、留萌を活性化 ○まちなかの交流増加

「朝顔市」を通し商店街の統一
性をもたらすことで、商店街の
心意気をひとつにし、来訪者の
目を楽しませ、地元商店街のイ
メージアップを図り交流人口の
増加を創出しました。

「ハロウィン」をモチーフに、おも
ちゃかぼちゃ・ＢＩＧかぼちゃな
どで秋の商店街に彩りを添え、
子供たちとその父母、祖父母と
の３世代交流を創出することで、
まちなかの賑わいを創出します。
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■商店街空き店舗数
※空き店舗数は、留萌商工会議所調べ。

今年、助成金を利用した２店舗が、
空き店舗にお店をオープンさせました。

（錦町３丁目）

（錦町１丁目）

人々が温かなきずなで結ばれ、誰もが明日への希望を抱き、子供たち

のはちきれそうな笑顔であふれていた暮らしに想いをはせ、人情あふれ

る商店街の賑わいを取り戻すために・・・


